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１．人口の動向

（１）全町の動向

● 昭和 年から令和 年までの総人口および年齢 区分人口割合は下図に示すとおりであ

り、平成 年から平成 年まで人口は急増し、それ以降も増加し続けるが、増加率は平成

年以降鈍化している。平成 年（ 年）をピークに減少し、令和 年（ 年）は

人となっている。

● 歳未満人口は平成 年まで減少し、その後平成 年までは増加、平成 年にかけて横

ばいとなっている。全人口に占める割合は平成 年までは単純に減少し、平成 年に一

旦上昇して、その後減少する傾向を示している。

● ～ 歳人口は平成 年まで単純増加しており、平成 年以降は減少している。人口全

体に占める割合は、平成 年にピークを迎えた後減少している。

● 歳以上人口は単純増加傾向にある。全人口に占める割合は、平成 年から急増してい

る。

◆年齢区分別人口の推移◆

資料：総務省「国勢調査」

◆年齢区分別人口割合の推移◆

注：年齢不詳を除いて算出。 資料：総務省「国勢調査」

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

～ 歳 ～ 歳 歳以上 年齢不詳

（年）

（人）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

～ 歳 ～ 歳 歳以上（％）

（年）
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● 歳階級別人口の推移は次ページの人口ピラミッドに示すとおりであり、平成 年から平

成 年にかけて、 歳から 歳と 歳から 歳人口のいわゆる子育てファミリー層が急

増している。

● 平成 年から令和 年にかけては、子育てファミリー層の転入が大きく減少している。

平成 年人口構成比 平成 年人口構成比

平成 年人口構成比 令和 年人口構成比

資料：国勢調査
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（２）地区別の動向

● 既存地区（※）の人口は横ばいで、 歳以上人口の割合が高く、その割合は高止まり傾向

である。

● 桜が丘地区の人口は微減しており、 歳以上人口の割合が増加している。

● 光台地区の人口は微減しており、 歳以上人口の割合が増加している。

● 精華台地区の人口は横ばいで、 歳以上人口の割合が微増している。

※既存地区…桜が丘地区、光台地区、精華台地区を除く全ての地区

既存地区（桜が丘地区、光台地区、精華台地区を除く全ての地区）

桜が丘地区

歳未満 ～ 歳 歳以上（人）

（年）

（人）

（年）

歳未満 ～ 歳 歳以上

（年）

（％）

歳未満 ～ 歳 歳以上（人）

（年）

（人）

（年）

歳未満 ～ 歳 歳以上

（年）

（％）

● 歳階級別人口の推移は次ページの人口ピラミッドに示すとおりであり、平成 年から平

成 年にかけて、 歳から 歳と 歳から 歳人口のいわゆる子育てファミリー層が急

増している。

● 平成 年から令和 年にかけては、子育てファミリー層の転入が大きく減少している。

平成 年人口構成比 平成 年人口構成比

平成 年人口構成比 令和 年人口構成比

資料：国勢調査
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光台地区

精華台地区

資料：住民基本台帳

歳未満 ～ 歳 歳以上（人）

（年）

（人）

（年）

歳未満 ～ 歳 歳以上

（年）

（％）

歳未満 ～ 歳 歳以上（人）

（年）

（人）

（年）

歳未満 ～ 歳 歳以上

（年）

（％）
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（３）世帯数および一世帯あたり人口

● 一般世帯数は増加傾向にあるが、 世帯当たり人員数は減少傾向にある。

● 歳未満世帯員のいる世帯割合は減少傾向にある。

● 歳以上の単独世帯割合は、平成 年（ 年）以降は増加傾向にある。

◆一般世帯数と 世帯当たり人員数の推移◆

◆ 歳未満世帯員のいる世帯割合の推移◆

◆ 歳以上の単独世帯数の推移◆

資料：国勢調査

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

一般世帯数 世帯当たり人員

（年）

（世帯） （人 世帯）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

歳未満世帯員のいる世帯 歳未満世帯員のいる世帯の割合

（年）

（人） （％）

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

歳以上の単独世帯 その他の単独世帯
歳以上の単独世帯の割合

（年）

（人） （％）

光台地区

精華台地区

資料：住民基本台帳

歳未満 ～ 歳 歳以上（人）

（年）

（人）

（年）

歳未満 ～ 歳 歳以上

（年）

（％）

歳未満 ～ 歳 歳以上（人）

（年）

（人）

（年）

歳未満 ～ 歳 歳以上

（年）

（％）
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（４）昼夜間人口比率（常住人口 人当たりの昼間人口の割合）

● 昼間人口は夜間人口を下回っている。また、昼夜間人口比率は、横ばいで推移している。

◆昼間人口と昼夜間人口比率の推移◆

資料：国勢調査

（５）産業別就業構成と通勤流動

● 平成 年から平成 年の産業別就業構成の推移を見ると、第 次産業は減少しており、

第 次産業は、夜間就業人口は横ばい、昼間就業人口は増加しており、第 次産業は、夜

間就業人口は減少、昼間就業人口は増加している。全体の夜間就業人口は約 人、昼間

就業人口は約 人の増加となっている。

◆産業別就業構成と通勤流動◆

資料：国勢調査

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

夜間人口 昼間人口 昼夜間人口比率（人）

（年）

夜間就業
人 口

構成比
流入就業
人 口

構成比
流出就業
人 口

構成比
昼間就業
人 口

構成比

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）
第1次産業

農業

第2次産業

建設業

製造業

第3次産業

情報通信業，運輸業，郵便業

卸売業，小売業，宿泊業，飲食サービス業

サービス業

公務

その他

夜間就業
人 口

構成比
流入就業
人 口

構成比
流出就業
人 口

構成比
昼間就業
人 口

構成比

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）
第1次産業

農業

第2次産業

建設業

製造業

第3次産業

情報通信業，運輸業，郵便業

卸売業，小売業，宿泊業，飲食サービス業

サービス業

公務

その他

合計

平成22年

合計

平成27年

調査年

区分

調査年

区分
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（６）着工新設住宅数と人口増減

● 建築着工件数と人口増は一致していないが、人口動向の大きな要因として建築着工件数が

大きく関わっていると考えられる。

◆着工新設住宅の推移◆

資料：京都府「京都府統計書」

（７）人口の自然動態

● 出生数は減少傾向、死亡数は増加傾向にあり、平成 年（ 年）に自然減に転じてい

る。

◆自然動態の推移◆

資料：精華町「統計で見る「せいか」（精華町町勢要覧資料編）」

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

人口増減 着工新設住宅戸数 （戸）

（年）

（人）

（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

自然増減数 出生数 死亡数

（年）

（人）

（４）昼夜間人口比率（常住人口 人当たりの昼間人口の割合）

● 昼間人口は夜間人口を下回っている。また、昼夜間人口比率は、横ばいで推移している。

◆昼間人口と昼夜間人口比率の推移◆

資料：国勢調査

（５）産業別就業構成と通勤流動

● 平成 年から平成 年の産業別就業構成の推移を見ると、第 次産業は減少しており、

第 次産業は、夜間就業人口は横ばい、昼間就業人口は増加しており、第 次産業は、夜

間就業人口は減少、昼間就業人口は増加している。全体の夜間就業人口は約 人、昼間

就業人口は約 人の増加となっている。

◆産業別就業構成と通勤流動◆

資料：国勢調査

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

夜間人口 昼間人口 昼夜間人口比率（人）

（年）

夜間就業
人 口

構成比
流入就業
人 口

構成比
流出就業
人 口

構成比
昼間就業
人 口

構成比

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）
第1次産業

農業

第2次産業

建設業

製造業

第3次産業

情報通信業，運輸業，郵便業

卸売業，小売業，宿泊業，飲食サービス業

サービス業

公務

その他

夜間就業
人 口

構成比
流入就業
人 口

構成比
流出就業
人 口

構成比
昼間就業
人 口

構成比

（人） （％） （人） （％） （人） （％） （人） （％）
第1次産業

農業

第2次産業

建設業

製造業

第3次産業

情報通信業，運輸業，郵便業

卸売業，小売業，宿泊業，飲食サービス業

サービス業

公務

その他

合計

平成22年

合計

平成27年

調査年

区分

調査年

区分
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● 合計特殊出生率は、平成 年（ 年）～平成 年（ 年）、平成 年（ 年）～

平成 年（ 年）は京都府、全国よりも高かったが、平成 年（ 年）～平成

年（ 年）以降は、京都府より高いものの、全国より低くなっている。

◆合計特殊出生率の推移◆

資料：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」

（８）人口の社会動態

● 転入数は減少傾向で、平成 年（ 年）に社会減に転じている。

◆社会動態の推移◆

資料：精華町「統計で見る「せいか」（精華町町勢要覧資料編）」

（ ）

～ （ ）

（ ）

～ （ ）

（ ）

～ （ ）

（ ）

～ （ ）

精華町 京都府 全国

（年）

（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

社会増減数 転入数 転出数

（年）

（人）
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２ ． 人 口 推 計

（１）推計方法の考え方

● 自治体毎の将来人口推計を、国立社会保障・人口問題研究所（以下社人研）が『日本の地

域別将来推計人口（平成 （ ）年推計）』で公表している。

● 精華町の将来人口推計は、住民基本台帳人口を用い、純移動率、出生率、生残率等は社人

研の推計の考え方に準じて設定し、各歳で行う。

● 以下に人口推計の前提条件を示す。

◆人口推計の前提条件◆

社人研（ ）・社人研準拠推計 精華町独自推計

推計方法 コーホート要因法（５歳） コーホート要因法（１歳）

推計対象地域 全町 全町

基準人口 国勢調査 住民基本台帳

出生率・生残率 社人研「日本の地域別将来推計人口

（平成 （ ）年推計）」

社人研「日本の地域別将来推計人口

（平成 （ ）年推計）」

純移動率 【社人研（ ）】

（ ）と （ ）の国勢調査

における男女別・年齢５歳階級別人口

をもとに、純移動率を算出。

【社人研準拠】

（ ）と （ ）の国勢調査

における男女別・年齢５歳階級別人口

をもとに、純移動率を算出。

国勢調査結果により、 （ ）→

（ ）の変化率を補正。

【全町】

（ ）と （ ）の住民基本台

帳における男女別・各歳人口をもとに

移動率を算出。 年以降の移動率は

社人研（ ）の設定値の変化率に準じ

る設定する。なお、全国の人口の社会

移動は長期的に縮小傾向となってお

り、社人研の推計では、今後もその傾

向が続くことが想定されていることか

ら、 （ ）と （ ）の移動率

は半減し、推計期間中維持すると仮

定。

年以降の住宅開発を見込む。

● 合計特殊出生率は、平成 年（ 年）～平成 年（ 年）、平成 年（ 年）～

平成 年（ 年）は京都府、全国よりも高かったが、平成 年（ 年）～平成

年（ 年）以降は、京都府より高いものの、全国より低くなっている。

◆合計特殊出生率の推移◆

資料：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」

（８）人口の社会動態

● 転入数は減少傾向で、平成 年（ 年）に社会減に転じている。

◆社会動態の推移◆

資料：精華町「統計で見る「せいか」（精華町町勢要覧資料編）」

（ ）

～ （ ）

（ ）

～ （ ）

（ ）

～ （ ）

（ ）

～ （ ）

精華町 京都府 全国

（年）

（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）

社会増減数 転入数 転出数

（年）

（人）

189



（２）精華町独自推計の手順

● 推計の考え方

・ 歳以上の人口について、ある人口コーホートの 年後の増減率を「生残率 純移動率」とし、生

残率と純移動率をそれぞれ設定する。

・ 生残率と純移動率については、それぞれ将来値変動を加味し、社人研 推計で設定された比率

で変動するものとする。

・ 歳の人口（出生数）は、女性の出産年齢各歳別人口（ ～ 歳）に各歳別年間出生率を乗じて

加算し、これに地域補正を加えて出生数を推計する。男女比は出生性比で振り分ける。

● 使用データ

・ 人口：住民基本台帳人口（平成 年（ ）～令和 年（ ）の各年 月 日現在人口）

・ 出生率及び出生性比：全国 年「女子の年齢（各歳）別出生率」（国立社会保障・人口問題研

究所）

・ 地域補正：上記の出生率で計算した出生数と実際の 歳人口の比率を地域補正係数として設定

・ 生残率：社人研Ｈ 推計で設定された精華町全町の生残率（ 歳階級別 年生残率）を各歳別毎

年生残率に配分（将来変動は織り込み済み）

・ 純移動率：社会移動趨勢型推計で計算した精華町の「変化率」から上記生残率を差し引いて算

出。将来値についてはこの値に社人研Ｈ 推計で設定された精華町全町の純移動率の将来変動を

反映して計算

● 住宅開発見通し

・ 総合計画の計画期間の 年間程度で予定されている住宅開発によって見込まれる人口増を、上

記の推計過程で加算する。

・ 戸当たり人口・年齢構成等は、住宅タイプ（戸建て・集合住宅）毎に町内の開発実績を踏まえ設

定する。

変化率（ ～ の毎年の変化率の 年平均）
（ ）年（ｎ ）歳人口

変化率＝
ｐ年ｎ歳人口

コーホート
p年 p+1年

生生残残率率+純純移移動動率率n歳

コーホートｎ+1歳
歳
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◆住宅開発見込み◆

地区名 地区（詳細） 用途地域 戸数 備考

学研狛田東 土地区画整理

事業実施区域

近隣商業地域

（ 変更予定）

供用開始

人口計画 、

第 種住居地域

（ 変更予定）

事業計画

供用開始

人口計画 、

菅井・植田 土地区画整理

事業実施予定

区域

現行：第 種低層住居専用地域

変更後 未定

事業計画

供用開始

人口計画 、 、

蔭山・水落 土地区画整理

事業実施予定

区域

現行：第 種低層住居専用地域、

一部市街化調整区域

変更後：第 種低層住居専用地域

事業計画

供用開始

人口計画 、 、

◆住宅タイプ別人口原単位◆

住宅タイプ 戸当たり人口 参考とした開発

集合 人 戸 祝園西一丁目（パデシオン）

戸建て 人 戸 精華台五丁目

・ 総合計画の計画期間が満了する令和 （ ）年度以降、向こう 年間における新たな人口定

着については、次の通り見込むものとする。

◆令和 （ ）年度から令和 年（ ）年度までの新たな人口定着見込み◆

エリアの類型 見込まれる人口 備考

市街化検討エリア 約 人 都市軸周辺及び文化学術研究地区に連たん可能

な地域を中心とする今後市街化区域への編入を

検討するエリア

都市密度向上検討エリ

ア

約 人 鉄道駅周辺及び文化学術研究地区内商業地域等

の高度利用又は戸建住宅用地の有効利用を促進

するために都市計画の見直しを検討するエリア

合計 約 人

（２）精華町独自推計の手順

● 推計の考え方

・ 歳以上の人口について、ある人口コーホートの 年後の増減率を「生残率 純移動率」とし、生

残率と純移動率をそれぞれ設定する。

・ 生残率と純移動率については、それぞれ将来値変動を加味し、社人研 推計で設定された比率

で変動するものとする。

・ 歳の人口（出生数）は、女性の出産年齢各歳別人口（ ～ 歳）に各歳別年間出生率を乗じて

加算し、これに地域補正を加えて出生数を推計する。男女比は出生性比で振り分ける。

● 使用データ

・ 人口：住民基本台帳人口（平成 年（ ）～令和 年（ ）の各年 月 日現在人口）

・ 出生率及び出生性比：全国 年「女子の年齢（各歳）別出生率」（国立社会保障・人口問題研

究所）

・ 地域補正：上記の出生率で計算した出生数と実際の 歳人口の比率を地域補正係数として設定

・ 生残率：社人研Ｈ 推計で設定された精華町全町の生残率（ 歳階級別 年生残率）を各歳別毎

年生残率に配分（将来変動は織り込み済み）

・ 純移動率：社会移動趨勢型推計で計算した精華町の「変化率」から上記生残率を差し引いて算

出。将来値についてはこの値に社人研Ｈ 推計で設定された精華町全町の純移動率の将来変動を

反映して計算

● 住宅開発見通し

・ 総合計画の計画期間の 年間程度で予定されている住宅開発によって見込まれる人口増を、上

記の推計過程で加算する。

・ 戸当たり人口・年齢構成等は、住宅タイプ（戸建て・集合住宅）毎に町内の開発実績を踏まえ設

定する。

変化率（ ～ の毎年の変化率の 年平均）
（ ）年（ｎ ）歳人口

変化率＝
ｐ年ｎ歳人口

コーホート
p年 p+1年

生生残残率率+純純移移動動率率n歳

コーホートｎ+1歳
歳
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（３）推計結果

● 人口は令和 年（ 年）に 人となり、緩やかに減少し総合計画の目標年度の令和

年（ 年）には 人となる。

● ～ 歳人口は令和 年（ 年）の 人から令和 年（ 年）の 人まで減

少し、全人口に占める割合は から まで低下する。

● ～ 歳人口は令和 年（ 年）に 人まで増加するが、目標年度の令和 年

（ 年）には 人まで減少する。全人口に占める割合は （ 年）から

（ 年）まで減少する。

● 歳以上人口は令和 年（ 年）の 人から令和 年（ 年）に 人まで

増加し、全人口に占める割合も から まで増加する。

◆人口推計結果◆

～ 歳 ～ 歳 歳以上

（人）

～ 歳 ～ 歳 歳以上
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参考：行政区別将来人口

● 行政区毎に推計を行い、行政区毎の合計が全町推計と一致するように調整している。

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

01 菱田

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

02 滝ノ鼻

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

03 舟

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

04 里

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

05 僧坊

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

06 谷

（３）推計結果

● 人口は令和 年（ 年）に 人となり、緩やかに減少し総合計画の目標年度の令和

年（ 年）には 人となる。

● ～ 歳人口は令和 年（ 年）の 人から令和 年（ 年）の 人まで減

少し、全人口に占める割合は から まで低下する。

● ～ 歳人口は令和 年（ 年）に 人まで増加するが、目標年度の令和 年

（ 年）には 人まで減少する。全人口に占める割合は （ 年）から

（ 年）まで減少する。

● 歳以上人口は令和 年（ 年）の 人から令和 年（ 年）に 人まで

増加し、全人口に占める割合も から まで増加する。

◆人口推計結果◆

～ 歳 ～ 歳 歳以上

（人）

～ 歳 ～ 歳 歳以上
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0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

07 旭

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

08 北稲八間

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

09 南稲八妻

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

10 植田

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

11 菅井

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

12 北ノ堂

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

13 馬渕
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0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

14 南

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

15 中

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

16 東

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

17 西北

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

18 山田

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

19 乾谷

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

20 柘榴

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

07 旭

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

08 北稲八間

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

09 南稲八妻

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

10 植田

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

11 菅井

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

12 北ノ堂

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

13 馬渕
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0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

21 東畑

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

22 中久保田

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

23 桜が丘一丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

24 桜が丘二丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

25 桜が丘三丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

26 桜が丘四丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

27 エスペロー
マ
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0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

28 神の園
（Ⅱ）

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

29 神の園
（Ⅰ）

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

30 自衛隊

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

32 光台二丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

34 光台四丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

35 光台五丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

36 光台六丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

21 東畑

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

22 中久保田

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

23 桜が丘一丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

24 桜が丘二丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

25 桜が丘三丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

26 桜が丘四丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

27 エスペロー
マ
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0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

37 光台七丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

38 光台八丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

39 光台九丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

41 祝園西一丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

51 精華台一丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

52 精華台二丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

53 精華台三丁
目
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0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

54 精華台四丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

55 精華台五丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

60 トチノキ

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

61 イングス

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

62 アズ・マ
ニッシュ

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

70 学研狛田東
地区

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

71 菅井・植田
地区

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

72 蔭山・水落
地区

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

37 光台七丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

38 光台八丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

39 光台九丁目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

41 祝園西一丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

51 精華台一丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

52 精華台二丁
目

0～14歳
15～64歳
65歳以上
合計

53 精華台三丁
目
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